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こ
の
度
の
定
例
会
で
は
、
濱
岡 

裕
之
、
大
西 

徹
、
貞
森 

義
和
、
大
野 

原
德
、
山
北 

佳
宏
の
５
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
11
日
に
度
会
町
議
会
町
事
務
事
業
視
察
調
査
を
、
10
月
９
日
に
県
外
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
町
側
の
一
般
質
問
に
対
す
る
答
弁
と
視
察
調
査
・
研
修
に
つ
い
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

○
獣
害
対
策
に
つ
い
て

産
業
振
興
課
長
答
弁

　

サ
ル
に
よ
る
農
作
物
被
害
額
は
、
令
和
3
年
度
は

45
万
9
千
円
、
令
和
4
年
度
は
46
万
2
千
円
、
令
和
5
年
度

に
は
47
万
1
千
円
と
年
々
増
加
傾
向
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　

有
害
捕
獲
に
つ
き
ま
し
て
、
過
去
5
年
の
捕
獲
数
は
、
令

和
元
年
度
35
匹
、
令
和
2
年
度
41
匹
、
令
和
3
年
度
93
匹
、

令
和
4
年
度
33
匹
、
令
和
5
年
度
25
匹
で
す
。
県
内
で
は
本

町
の
他
に
、
柵
で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

い
柑
橘
類
の
農
地
で
の
サ
ル
対
策
の
た
め
、

熊
野
市
や
御
浜
町
、
南
伊
勢
町
な
ど
が
地

獄
檻
を
運
用
し
て
お
り
、
運
用
に
関
す
る

情
報
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
町
内
の
日
帰
り
観
光
の
促
進
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

平
成
28
年
度
か
ら
標
高
の
低
い
山
を
中
心
に
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
や
登
山
道
整
備
を
行
い
、
令
和
元
年
度
に
「
セ
ブ
ン
マ

ウ
ン
テ
ン
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
獅
子
ヶ
岳
周
辺
に

お
い
て
は
、
風
力
発
電
施
設
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
風
車
が

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
役
割
を
果
た
し
、
知
名
度
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
民
間
団

体
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

媒
体
を
活
用
し
て
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
い
、
獅
子
ヶ
岳

濱
岡 

裕
之 

議
員

○
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

　
に
つ
い
て

教
育
長
答
弁

　

現
在
、
度
会
中
学
校
で
は
５
つ
の
運
動
部
と
２
つ
の
文
化

大
西 

徹 

議
員

○�

健
康
保
険
証
の
廃
止
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
へ
の

移
行
、
町
民
各
人
に
具
体
案
の
連
絡
を

税
務
住
民
課
長
答
弁

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
令
和
６
年
８

月
31
日
現
在
の
申
請
件
数
は
６
，８
０
４

件
、
累
計
交
付
枚
数
は
６
，２
２
４
件
で

す
。
割
合
の
対
象
と
な
る
令
和
6
年
1

月
1
日
現
在
の
人
口
７
，７
０
８
人
に
対

す
る
申
請
率
は
91
．47
％
、
交
付
率
は
80
．74
％
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
状
況
は
、
令
和
６
年
６
月
30
日

現
在
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
１
，６
０
３
人
、
マ
イ
ナ
保

険
証
登
録
数
１
，０
５
０
人
で
、
登
録
率
は
65
．50
％
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
は
１
，５
５
０
人
、
マ
イ

ナ
保
険
証
登
録
数
は
９
１
１
人
で
、
登
録
率
は
58
．77
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
保
険
証
の
廃
止
に
伴
い
、「
資
格
確
認

書
」
や
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
広
報
わ
た
ら
い
11
月
号
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

告
知
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○�

学
校
行
事
と
し
て
、
関
西
万
博
に
児
童
、
生
徒

の
参
加
は
、
あ
る
の
か
、
な
い
方
向
で
検
討
を

教
育
長
答
弁

　

学
校
行
事
の
校
外
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
中
学
校
そ

れ
ぞ
れ
「
学
習
指
導
要
領
」
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
ね
ら

い
や
実
施
方
法
に
の
っ
と
り
、
学
校
が
行
先
や
学
習
の
ね
ら

い
、
実
施
方
法
に
つ
い
て
計
画
等
を
作
成
し
、
教
育
委
員
会

に
届
出
を
行
っ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
質
問
を
受
け
ま
し
て
、
小
中
学
校
長
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
両
校
と
も
に
「
現
在
の
と
こ
ろ
、
参
加
予
定
は
な

い
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

と
セ
ブ
ン
マ
ウ
ン
テ
ン
を
合
わ
せ
て
周
知
し
て
い
く
こ
と
で
、

更
な
る
観
光
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○�
一
級
河
川
「
一
之
瀬
川
」
の
右
岸
道
路
の
開
設

に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

五
郎
ヶ
瀬
橋
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
く
ま
で
現

状
、
健
全
性
が
低
い
こ
と
か
ら
、「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

の
観
点
で
早
期
に
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
架
け
替
え
る
方
針

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
昨
年
の
一
般
質
問
で
も
お
答
え
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
財
源

等
の
目
処
を
し
っ
か
り
立
て
た
う
え
で
、
な
る
べ
く
早
期
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

台
風
10
号
に
よ
る
降
雨
量
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
注
連
指
観

測
所
が
最
大
で
、
降
り
始
め
と
な
っ
た
8
月
25
日
か
ら
9
月

1
日
ま
で
の
総
雨
量
が
８
７
３
ミ
リ
、
最
大
時
間
雨
量
は
56
．

５
ミ
リ
で
あ
り
ま
し
た
。
一
之
瀬
方
面
で
は
、
脇
出
の
観
測

所
で
総
雨
量
５
２
３
ミ
リ
、
最
大
時
間
雨
量
は
36
ミ
リ
で
あ

り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
宮
川
、
一
之
瀬
川
と
も
越
水
す
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
大
き
な
被
害
の
報
告
は
受
け
て
お
り

ま
せ
ん
。

○�

災
害
時
、
飲
み
水
を
確
保

す
る
た
め
の
耐
震
付
き
浄

水
槽
設
置
に
つ
い
て
具
体
案
の
提
示
を

建
設
水
道
課
長 

兼 

環
境
水
道
担
当
課
長
答
弁

　

現
在
考
え
得
る
場
所
と
し
て
は
、
内
城
田
地
区
に
お
い
て

は
、
棚
橋
配
水
池
が
棚
橋
、
大
野
木
、
葛
原
地
区
の
必
要
量

を
十
分
満
た
す
た
め
、
牧
戸
地
区
か
ら
西
側
地
域
で
1
基
、

宮
川
右
岸
地
域
で
1
基
、
中
川
地
区
、
小
川
郷
地
区
、
一
之

瀬
地
区
に
お
い
て
は
、
各
旧
小
学
校
に
1
基
ず
つ
、
ま
た
小

川
郷
地
区
か
ら
一
之
瀬
地
区
に
か
け
て
は
、
孤
立
が
想
定
さ

れ
る
地
区
な
ど
給
水
範
囲
の
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
1
基
を
加

え
計
6
基
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
費
は
1
基
に
つ
き
約
５
，０
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
6
基
で
約
3
億
円
と
な
り
ま
す
。
水
道
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
こ
と
、
ま
た

大
地
震
に
備
え
る
べ
く
急
務
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
整
備
計
画
に
基
づ
き
事
業
を

進
め
、
か
つ
補
助
制
度
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
前
倒
し
で
実
施
が
可
能
と
な
る

事
業
に
つ
い
て
は
逐
次
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

貞
森 

義
和 

議
員

大
野 

原
德 

議
員

○�

自
衛
隊
の
施
設
誘
致
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

陸
上
自
衛
隊
明
野
駐
屯
地
の
有
事
の
際
の
代
替
地
と
し

て
、
自
衛
隊
組
織
の
指
令
基
地
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
と

す
る
各
施
設
を
誘
致
で
き
な
い
か
と
い
う
、
ま
さ
に
壮
大
な

発
想
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
幹
部
の
方
々
と
は
、
折
に
触
れ
、
情
報
共
有
を

部
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
顧
問

は
全
て
教
員
が
務
め
、危
機
管
理
と

働
き
方
改
革
で
、基
本
は
、複
数
顧
問
制
を
取
っ
て
い
ま
す

が
、教
員
不
足
に
よ
り
、野
球
部
と
吹
奏
楽
部
は
１
名
の
顧

問
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、特
に
、

チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
は
人
数
不
足
で
チ
ー
ム
が
成
り
立
た
な
い
な

ど
、練
習
メ
ニュ
ー
に
も
影
響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
、中

学
校
の
部
活
を
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、検
討
中
で

す
が
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
数
の
問
題
、活
動
を
行
う

施
設
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
問
題
等
に
よ
り
、現
在
あ
る
中
学
校

部
活
動
す
べ
て
を
移
行
す
る
こ
と
に
は
課
題
が
あ
る
状
況

で
す
。現
在
も
、部
活
動
を
熱
心
に
指
導
さ
れ
て
い
る
顧
問

の
教
員
の
意
向
も
尊
重
す
る
必
要
も
あ
り
、中
学
校
、ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
調
整
を
進
め
、移
行
が
可
能
な
部
活
動
か
ら
、

ま
ず
は
、土
曜
日
、日
曜
日
の
活
動
か
ら
移
行
を
進
め
て
い
く

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
附
属
農
場
で
は
、
農
業
や

食
糧
に
関
わ
る
世
界
的
な
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、
将
来
を

見
据
え
た
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
型
農
業
モ
デ
ル
の
構

築
」、「
高
品
質
・
高
収
量
作
物
生
産
の
た
め
の
新
技
術
開

発
」、「
次
世
代
型
有
用
植
物
の
開
発
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
革
新
的
農
業
技
術
の
開
発
」、「
農
工
医
連
携
研
究
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
主
要
目
標
と
し
て
掲
げ
、
環
境
負
荷

を
低
減
す
る
循
環
型
の
農
業
技
術
の
開
発
に
関
わ
る
教
育
研

究
を
農
学
的
手
法
だ
け
で
な
く
、
工
学
的
、
医
学
的
観
点
な

ど
多
様
な
面
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
農
場
は
次
世
代
の
農
と
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

作
る
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ー
ム
教
育
拠
点
と
し
て
、

①�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
進
捗
状
況
と
そ
の
効
果

に
つ
い
て

　
令
和
元
年
12
月
に
文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現
に
向
け
て
、
度
会
小
・
中
学
校
に

お
い
て
も
令
和
3
年
1
月
に
、
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
と
各
教
室
に
電
子
黒
板
が
配
備
さ
れ
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境

も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
を
含
め
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
の
可
能
性
を
引
き

出
し
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
一

体
的
に
充
実
さ
せ
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
を
目
指
す
「
令
和
の
日

本
型
学
校
教
育
」
に
お
い
て

は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
活

用
が
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
三
重
県
教

育
委
員
会
で
は
、「
自
立
す

る
力
」、「
共
生
す
る
力
」、

「
創
造
す
る
力
」
を
新
た
に

示
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
当
町
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
進
捗
状
況
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授

業
改
善
の
現
状
を
調
査
す
る

こ
と
で
、
度
会
町
版
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
十
分
な

効
果
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
学
校
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
知
見
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

②�

Ａ
Ｌ
Ｔ
派
遣
の
効
果
と
今
後
の
度
会
町
に
お
け
る
英

語
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

小
学
校
で
の
英
語
教
育
は
、
令
和
2
年
4
月
に
導
入
さ

れ
た
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
、
3
・
4
年
生
は
「
外
国
語

活
動
」、
5
・
6
年
生
は
「
外

国
語
」
と
し
て
必
修
化
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
6
年
3
月

に
策
定
さ
れ
た
三
重
県
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
基
本
施

策
の
一
つ
に
「
グ
ロ
ー
カ
ル

教
育
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
」、「
英
語
教

育
の
推
進
」
等
が
そ
の
取
り
組

み
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

当
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
等
を
参

観
、
視
察
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ

活
用
に
お
け
る
「
グ
ロ
ー
カ
ル

教
育
の
推
進
」
へ
の
効
果
や
、

今
後
の
当
町
が
進
め
る
英
語
教

育
の
推
進
等
に
つ
い
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

町
長
答
弁

　

昨
年
度
と
比
べ
る
と
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
3
億
６
，

７
０
０
万
円
あ
ま
り
、割
合
に
し
ま
す
と
84
％
ほ
ど
が
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
に
電
力
ポ
イ
ン
ト
を
追
加
し
た
こ
と
で
、

こ
こ
数
年
、
右
肩
上
が
り
の
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
当
初
予
算
に
お
け
る
歳
出
予
算
を
比
較
し

ま
す
と
、
昨
年
度
か
ら
2
億
１
，１
０
０
万
円
あ
ま
り
増
加

し
、
土
木
費
、
教
育
費
、
災
害
復
旧
費
な
ど
、
住
民
生
活
に

直
結
す
る
費
目
で
著
し
い
増
加
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

増
加
要
因
の
中
に
は
、
少
子
化
や
人
口
減
少
対
策
を
目
的
と

し
た
各
種
子
育
て
支
援
策
、
例
え
ば
、
給
食
費
の
半
額
助
成

や
高
校
生
へ
の
就
学
支
援
、
ま
た
「
つ
ぼ
み
ギ
フ
ト
」
こ
と

出
産
応
援
給
付
金
や
「
す
く
す
く
ギ
フ
ト
」
こ
と
子
育
て
応

援
給
付
金
に
よ
る
支
援
制
度
な
ど
、
時
代
に
応
じ
、
適
宜
、

子
育
て
支
援
策
を
講
じ
て
き
た
こ
と
も
含
ま
れ
、
影
響
を
し

て
い
る
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
は
い
え
、
町
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ち
の
宝
で
あ
り
ま
す
し
、
少
子
化

対
策
や
移
住
定
住
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
現
在
の

子
育
て
支
援
施
策
を
継
続
し
つ
つ
、
ご
提
案
の
「
出
産
祝

い
金
制
度
の
創
設
」
や
「
高
校
生
へ

の
修
学
支
援
額
の
引
上
げ
」
な
ど
を

含
め
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
施
策

を
議
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 山

北 

佳
宏 

議
員

度
会
町
議
会 

町
事
務
事
業
視
察
調
査

視
察
先
　
度
会
町
立
度
会
小
・
中
学
校

 

度
会
町
議
会 

県
外
視
察
研
修

視
察
先
　
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
附
属
農
場

平
成
28
年
度
に
文
部
科
学
省
の
教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点
に

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

ハ
イ
テ
ク
技
術
を
導
入
さ
せ
る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
低
減

と
収
益
性
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
フ
ァ
ー
ム
構
想
」
を
掲
げ
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
推

進
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
農
業
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

創
造
・
利
用
型
農
業
（
農
エ
ネ
併
産
）
へ
の
転
換
を
実
現

し
、
生
成
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
農
業
の
み
な
ら
ず
周
辺
地

域
社
会
で
活
用
し
て
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
依
存
度
の
低

い
農
業
と
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

の
両
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
当
町
が

強
力
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
事
業

の
先
行
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
当

町
が
抱
え
る
農
業
衰
退
の
課
題
解
決

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
農
場
は
研
究
機
関
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
専
門
的
な
知
見
か
ら

当
町
が
抱
え
る
課
題
に
も
ご
助
言
を

い
た
だ
き
、
課
題
解
決
の
た
め
の
知

見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
提
案
の
実

現
に
は
、
相
当
な
土
地
面
積
の
確
保

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

同
意
と
な
り
ま
す
と
、
な
お
の
こ
と

一
挙
手
一
投
足
に
進
む
も
の
で
は
な

い
と
の
思
い
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
陸
上
自
衛
隊
や
防
衛

省
か
ら
候
補
地
と
し
て
の
打
診
を
賜

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
ら
、
議
会
の
合
意
を
経
て
、
地
域
と

も
連
携
を
し
な
が
ら
、
推
し
進
め
る
べ
き
事
項
と
の
認
識
を

し
て
お
り
ま
す
。

お
悔
み	

�

私
達
と
共
に
、
議
会
活
動
を
さ
れ
て
き
た

	

長
谷
川 

多
一
議
員
が
10
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

	

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。


